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る P ， S, Sb, Sn, Asの含有量が増すと再熱割れ感受性は高くなることならびにこれらの不純物元素
は再熱処理過程において，粒界近傍の 5 ~10A の領域に偏析し，粒界をぜい弱化することを明らかに
















くまれる不純物元素である P， S, Sb, Sn , As は結晶粒界に偏析し，鋼材の再熱割れ感受性を高める
ことを見出している。これらの結果に基づき，粗大結晶粒，硬化組織ならびに不純物元素の偏析にと
もなう粒界のぜい化現象をとり入れた新しい再熱割れの機構を提唱している。さらに，鋼材中の P含
有量を低減させることにより冶金学的に再熱割れを防止しうることを明らかにし 新機構の裏付けと
している。
以上の研究成果は溶接冶金学の発展に寄与するばかりでなく，工業上にも貢献するところが大きい。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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